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別表 2
部落別乎均基準収穫量

10a当り

. 部- 落名ー， 長基業逹共収済a祖il合 奨補助励金

JI! 辺 393切 ヽ31,8~3、 3円

蒜 生 416 33,696 

小 高 427 34,587 

中 455 36,855 

岩法寺 423 34,268 

竜＇ 崎 396 32,076 

南須釜 406 32,886 

北，須釜 445 36,045 

吉 395 31,995 

山小屋 341 27,621 

四辻新田 324 26,244 

村平均 I'.409 I 33. 129 

別表 1

部落別米生産調整目標数量

部落名
目 伊 I

， 
1・ 

数最
-,s 俵換算減反

面積
切俵 a 

川 辺 35,811 597 911. 0 

蒜生 4,580 76 I 110.0 

小高 17,830 297 418.0 
.s,;,-, 今／・

中 13,976 233 301_ o/rd 

米
の
消
費
の
減
少
と
生
産
の
増

大
に
よ
り
政
府
買
入
米
が
年
々
一

五

0
万
ト
ソ
か
ら
二

0
0万
ト
ソ

の
余
剰
と
な
り
、
需
要
と
供
給
の

バ
ラ
ソ
ス
が
く
ず
れ
食
糧
管
理
制

度
の
維
持
が
困
難
な
状
態
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
対
策
と
し
て
政
府
は
、
一

五

0
万
ト
ソ
以
上
の
生
産
の
縮
少

を
は
か
る
た
め
、
五

0
万
ト
ソ
分

（
約
―
二
万
h
a
)
を
農
地
の
転
用

に
よ
り
、
一

0
0万
ト
ソ
分
（
約

二
三
六
千
h
a
)

を
奨
励
補
助
金
の

交
付
に
よ
り
休
耕
な
り
転
作
を
し

て
生
産
調
整
を
は
か
る
事
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
去
る
二
月
一

0
日
福
島
県
知
事
よ
り
玉
川
村
の

米
の

産
調

モ
に
つ
い
て

•——
-1
—-II
•-————-————————

-1-I

—•-——
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米
生
産
調
整
目
標
数
量
と
し
て
一

六
九
ト
ソ
（
二
、
八
一
七
俵
）
面

積
換
算
四
一

ha
の
配
分
を
受
け
ま

し
た
。

•

玉
川
村
に
お
い
て
こ
の

一
六
九

ト
ン
の
生
産
縮
少
に
つ
い
て
去
る

二
月
二
五
日
玉
川
村
米
生
産
調
整

推
進
協
議
会
を
開
き
検
討
し
た
結

果
現
実
に
米
の
余
っ
て
い
る
状
況

を
見
る
と
き
玉
川
村
に
お
い
て
も

米
の
生
産
調
整
を
す
る
事
も
や
む

を
得
な
い
と
云
う
意
見
に
な
り
、

次
の
配
分
方
法
に
よ
り
部
落
別
の

生
産
調
整
の
目
標
数
星
を
定
め
ま

し
た
。
（
別
表
1
)

0
玉
川
村
に
お
け
る
米
生
産
調

整
目
標
数
量
の
配
分
方
法

一
、
米
生
産
調
整
の
目
標
数
量
は

一
六
九
ト
ン
（
二
八
一
七
俵
）

以
上
と
す
る
。

二
、
米
の
生
産
調
整
を
部
落
別
に

次
の
二
つ
の
要
素
に
よ
り
配
分

す
る
。

①
昭
昭
四
四
年
産
水
稲
平
乍
而
{

/
、

岩法寺 14,492 242 342. 0 
.,,,; : ;-

竜崎 、19,857 331 501.0 

南須釜 I24,125 I 4021 594.o 

北須釜 I17,128 I 285 I 385. o 

吉 9,507 I 159 I 241.0 

山小屋 I6,371 I 106 I 187.0 

四辻新田 l5,323 

,1合計 116$,000 12,817 14, 160-0 
I 

89 I 164.0 

量
割
に
よ
る
配
分

②
昭
和
四
一
、
四
二
、
四
三
年

産
米
政
府
買
入
実
績
数
量
割

に
よ
る
配
分

三
、
部
落
別
に
配
分
し
た
生
産
調

整
目
標
数
鼠
を
農
業
者
別
に
す

る
目
標
面
積
の
配
分
に
つ
い
て

は
農
業
者
の
自
主
的
な
申
出
に

よ
る
媒
ハ
は
左
記
二
、
の
①
②
に

よ
り
村
長
が
個
別
に
要
請
を
行

う
も
の
と
す
る
。

奨
励
補
助
金
の
交
付
に
つ

い
て

は
、
農
業
共
済
組
合
の
基
準
収
穫

量
に

一
kg当
り
八
一
円
を
乗
じ
た

額
が
そ
の
水
田
に
対
す
る
奨
励
補

助
金
と
な
り
、
玉
川
村
に
お
け
る

1
0
ァ
ー
ル
当
り
の
基
準
収
穫
量

は
最
底
が
、
三

0
0
k
g
（
二
四
、

三

0
0円
）
か
ら
最
高
五
三

0
k
g

（
四
二
、
九
三

0
円
）
と
な
っ
て

お
り
部
落
別
の
共
済
組
合
の
基
準

収
穫
量
の
平
均
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（
別
表
第
2
)
皆
さ
ん
米
の

看

調

整

に

御

協
力
願
い
ま
す
。

」

三ニニニ
一六三〇

日日日日
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八六四

日日日

米
生
産
調
整
部
落
座
談
会

ク国
保
運
営
委
員
会

中
部
落
鉤
虫
対
策

ニ
！
―
二
日
成
人
病
衛
生
教
育

三

日

農

事

講

習

会

六

日

土

木

工

事

入

札

米
生
産
調
整
個
別
相
談
会

七

日

ク

，

小
売
販
売
業
者
、
米
飯
提
供

業
者
登
録
事
務
指
導
会

―
一
日
改
良
推
進
員
全
体
研
修
会

―
―
ー
一
八
日
第
一
回
定
例
村
議
会

一

六

日

妊

婦

検

診

一

七

日

和

牛

七

リ

市

一

八

日

ク

一

九

日

月

例

検

査

二

0
日
開
拓
営
農
総
合
調
整
協
議
会

農
業
委
員
会

乳
児
検
診
（
須
釜
）

ク

（

母

子

）

選
挙
管
理
委
員
会

自
作
農
協
会
役
員
会

区

長

会

納
税
組
合
長
会

消
防
団
幹
部
会

公

民

館

教

育

委

員

会

中
学
校
卒
業
式

舎
利
塔
復
旧
工
事
着
工

社
会
教
育
委
員
会

：＇

公
民
館
運
営
審
査
委
員
会

教
育
委
員
会

＇

小
学
校
卒
業
式

玉
川
一
小
新
校
舎
へ
移
動

青
年
学
級
閉
講

‘̀

下三ニニ
ー四三

旬日日日 日日
，，几

仮

場
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-
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篭

崎

(17
名）

生
撃
た

名

保

護

者

名

小

林

真

知

子

菊

治

ヘ
滝

口

正

子

多

吉

小

林

と

し

子

兼

吉

鈴

木

恵

子

弘

次

小

．林

金

喜

俊

清

石

井

清

勝

清

衛

小

林

昭

昭

作

小

林

寿

子

吉

伊

小

林

福

子

吉

伊

湯

沢

み

い

子

英

雄

小

林

富

江

由

政

小

林

孝

吉

孝

次

郎

三

吉

泰

敬

重

敬

柳

沼

竜

男

石

晴

小

林

喜

光

喜

清

小

林

昭

司

昭

一

小

林

ム

メ

子

滋

岩

法

寺

(11
名）

草

野

代

道

甫

大

竹

武

代

好

雄

吉

田

み

ど

り

甲

子

次

大

竹

義

人

信

雄

草

野

正

昭

重

治

倉

鎌

モ

モ

ョ

守

清

大

竹

直

子

良

信

村

越

栄

子

清

重

須

釜

光

子

仙

次

佐

久

間

金

子

倉

太

塩

沢

邦

章

重

四

郎

昭和 45年 3月 15日 広 報 た ま 力ヽ わ

卒
業
お
め

9

ご

〗疇

今
年
、
村
内
中
学
校
よ
り

毀
函
臀

業
し
ま
言
進
学

喜
ん
g

、
道
は
か
わ
る
が

な
社
会
人
と
し
て
成
長
し
て
下
さ
い

、
須

藤

貞

子

鶴

夫

新

太

郎

中

9

}

（

誓

）

国

井

ウ

メ

戸

武

一

消

治

鈴

木

キ

イ

子

利

夫

石

井

直

江

ヒ

サ

田

又

四

郎

小

山

田

澄

子

正

高

藤

田

幸

子

新

治

円

谷

信

信

男

小

針

尚

子

千

代

之

助

吉

田

義

考

義

・ぐ
明

須

藤

久

衛

元

義

永

林

正

子

正

雄

石

井

金

光

金

吾

野

崎

勇

雄

久

小

林

和

代

富

雄

石

井

治

夫

清

助

吉

村

美

喜

子

ギ

ソ

小

針

洋

一

保

一

関

根

泰

雄

春

一

矢

部

文

昭

操

斎

藤

茂

泰

三

関

根

仁

一

竹

次

郎

草

野

洋

子

泰

助

鈴

木

幸

次

幸

夫

車

田

敏

子

節

次

須

．

藤

登

平

蔵

増

子

吉

徳

キ

ョ

添

田

藤

夫

藤

一

味

原

庄

治

文

雄

吉

田

辰

良

七

郎

溝

井

真

六

郎

磯

目

清

美

藤

一

鈴

木

光

雄

新

造

坂

本

初

子

一

弥

大

竹

キ

ョ

子

嘉

一

鈴

木

吉

信

新

六

車

田

啓

子

菊

弥

須

藤

正

治

利

治

小

林

百

合

子

朋

喜

矢

吹

久

美

子

定

蔵

矢

部

し

げ

の

博

重

永

林

と

も

え

久

徳

関

根

あ

き

子

栄

熊

田

泰

男

常

一

伊

藤

美

保

子

教

子

三

輪

ト

ジ

ェ

利

明

態

田

秀

子

松

助

関

根

孝

正

秋

雄

関

根

好

春

丑

三

鈴

木

栄

久

夫

信

夫

高

林

浅

光

浅

美

国

井

タ

イ

子

キ

ョ

矢

吹

豊

子

正

美

岩

谷

啓

清

啓

康

溝

井

正

志

正

九

郎

野

崎

一

幸

幸

男

遠

藤

茂

子

菊

男

蒜

生

(10
名

）

南

須

釜

(40
名
）

岩

谷

良

子

義

次

円

谷

義

二

義

雄

小

針

哲

朗

正

生

曲

山

幸

子

秋

雄

吉

村

禎

司

消

克

小

針

千

枝

子

武

夫

曲

山

吉

信

嘉

昭

塩

沢

正

利

正

岩

谷

益

江

忠

一

佐

藤

春

男

武

男

円

谷

安

吉

六

郎

首

藤

安

好

ツ

ナ

曲

山

好

幸

好

一

佐

藤

附

雄

忠

二

岩

谷

清

繁

佐

久

間

昌

徳

昌

迪

増

子

一

布

傑

高

林

浅

昭

浅

男

小

高

(34
名）

真

弓

喜

二

喜

春

飯

島

常

雄

小

山

田

育

代

康

雄

真

弓

喜

夫

喜

代

一

大

越

キ

ョ

子

曲

山

悦

子

正

雄

柳

沼

春

子

峰

次

阿

部

広

子

小

林

美

佐

子

丑

蔵

真

弓

佳

子

永

作

広

川

須

美

子

国

井

き

み

子

徳

川

辺

(30
名

）

草

野

今

朝

次

丑 薔 徳常
次
郎友一義男

部落名 実施日 時 場 所

93.0月0,-..,2135.日00 蒜生 本 庁

小高 93.0月02146.日00 1/ 

93・Q月0,-....,2156.日00 中 ク

103.0月0,..___,2ll6日30 川辺 川 辺公民館

岩法寺 153.0月0,..__,2166日.00 岩法寺公民館

竜崎 133.3月0--...,2164.日30 竜崎公民館

南須釜 93. Q月Q,..__,2315日• 00 支 所

/1/ 93,Q月0,.._.,2146.日00 // 

北須釜 93.0月0~2156.日00 ，，，， 

吉 93.0月0~2166日00 ,:, 

93.3月0,--.,2170.日30 山小屋 山小屋公民館

四辻 133.3月02~174.日30 四 辻公民館

千五沢 113.0月0~2ll7 .日30 I木戸惣吉氏宅

現
在
使
用
し
て
い
る
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
白
色
の
も
の
）
の
有
効

期
限
が
、
昭
和
四
十
五
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
被

保
険
者
証
の
検
認
を
次
の

日
程
に
よ
り
行
な
い
ま
す

か
ら
、
被
保
険
者
証
を
持

参
し
、
検
認
を
受
け
ら
れ

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

尚
検
認
を
受
け
な
い
被

保
険
者
証
は
、
四
月
一
日

よ
り
無
効
と
な
り
、
使
用

出
来
な
く
な
り
ま
す
こ
と

を
申
添
え
ま
す
。

又
、
世
帯
員
の
内
で
転

入
、
転
出
、
出
生
、
死
亡

転
居
及
び
、
社
会
保
険
に

加
入
し
た
り
、
社
会
保
険

を
ぬ
け
る
等
に
よ
り
異
動

の
あ
る
世
帯
は
、
四
十
五

年
度
の
保
険
税
の
課
税
に

も
関
係
あ
り
ま
す
か
ら
印

鑑
持
参
の
上
本
庁
及
び
支

所
へ
届
出
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

勇武富

次吉昌郎”次ー寿雄

水雌塩関矢榊 塩 関鈴草草宗 増佐猪関 石 斑大木斎塩佐八斑小神 関円小小大吉小小宗一塩大大天軍i
久木沢 野 沢根吹枝沢根主野 野形北子藤 原根森目野戸）I暴沢 目原山根谷原山野村林山形沢越 野野

， き 千 間喜
野i

昇 須のあ美 義千田喜み 田 富美 ；
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市政兼源好由四重直一豊サ定 夕義広吉源隆伝豊六敬豊今八安豊治'.

郎 色 朝 ＇
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芦春川三
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人
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保険者証検認日程表

国
民
健
康
保
険
者
証
の

検
認
を
忘
れ
ず
に

塩
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大
き
な
手
術
に
は
、
輸

血
が
必
要
と
な
り
ま
す
が

医
学
、
薬
学
の
進
歩
し
た

今
日
で
も
輸
血
用
の
血
液

は
人
工
的
に
合
成
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
や

は
り
人
間
の
血
液
を
使
わ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

保
存
血
液
は
、
予
め
人

間
か
ら
採
血
し
た
血
液
を

加
工
し
て
、
生
き
た
ま
4

二
十
一
日
間
保
存
し
て
お

い
て
、
そ
の
間
に
輸
血
に

使
え
る
よ
う
に
し
た
医
薬

品
で
す
。

●
血
液
が
確
保
さ
れ
て

こ
そ
手
術
も
で
き
る

●
人
ご
と
で
な
い
自
分

の
こ
と
で
あ
る

福
島
県
の
保
存
血
液
の

需
要
量
は
一
年
間
に
一
本

ニ
oocc単
位
で
六
万
本

で
す
。
県
内
で
使
う
血
液

は
、
県
民
の
献
血
に
よ
っ

て
ま
か
な
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

輸
血
に
は
、
健
康
な
人

か
ら
と
っ
た
活
力
に
み
ち

た
血
液
で
な
い
と
や
く
に

た
ち
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
血
液
を
出
し

て
く
だ
さ
る
方
が
す
く
な

い
か
ら
で
す
。

命
保
存
血
液
が
な
ぜ
た

命
血
液
の
代
用
品
は
な

ヽ,‘
 

り
な
い
か
？

令
血
液
は
大
切
な
も
の

血
液
が
生
命
を
維
持
す

る
た
め
に
非
常
に
貴
重
な

も
の
で
あ
る
こ
と
は
今
さ

ら
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
一
時
に
大
量
の
血
液

を
失
う
と
生
命
の
危
険
を

き
た
し
ま
す
。
大
き
な
ヶ

ガ
を
し
た
り
、
大
手
術
の

時
に
は
た
く
さ
ん
出
血
す

る
も
の
で
す
。
そ
う
い
う

と
き
輸
血
に
よ
っ
て
、
生

命
の
と
も
し
び
は
よ
み
が

え
り
ま
す
。

こ
の
輸
血
に
つ
か
う
血

液
が
血
液
銀
行
に
保
管
し

て
あ
る
保
存
血
液
で
す
。

症 例 I出血最平均
輸:---ll'ili:-
最小～最大

胃全刷手術 1 529⑳ 300cc .,..___,4, 800cc 

胃切除手術 j 304cc 400cc~4 ,35Qcc. 

脳 手 術 I800cc~2,800cc 800cc,._,3,000cc 

肺葉切徐手術/ 47cc,,.._,2,333匹 400cc ,._,4, 200⑳ 

人 工心肺 I 1. 600cc. 1 , 500⑳ ,._,5, 000cc 

手
術
の
場
合
ど
れ
だ
け

の
血
液
を
必
要
と
す
る
か

福

島

県

交
通
対
策
協
議
会

玉

川

村

交
通
対
策
協
議
会

毎
月
一
日
は

「
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
日
」

人
間
は
い
つ
病
気
や
災

害
に
お
そ
わ
れ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
、
特
に
最
近
の

よ
う
に
交
通
が
ひ
ん
ば
ん

に
な
っ
て
は
、
つ
ね
に
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と

申
し
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
°
仮
に
交
通
事
故

を
思
い
出
し
て
下
さ
い
。

一
分
一
秒
が
生
死
を
争
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
輸
血

に
よ
っ
て
よ
み
が
え
る
生

命
の
尊
さ
は
保
存
さ
れ
た

血
液
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ

る
の
で
す
。
健
康
体
の
と

き
に
輸
血
を
し
て
不
時
の

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

何
も
の
も
求
め
ず
、
人

の
た
め
に
よ
ろ
こ
び
を
与

え
る
こ
と
こ
そ
真
の
社
会

奉
仕
と
い
う
も
の
で
し
ょ

う
。
献
血
は
自
分
の
生
命

の
一
部
を
分
け
合
う
美
し

い
行
為
で
す
。
我
々
は
社

会
の
恩
恵
な
し
に
は
一
日

も
生
活
が
で
き
ま
せ
ん
。

献
血
は
社
会
奉
仕
の
最

高
の
行
為
と
言
え
ま
し
ょ

う。一
、
一
回
の
採
血
量
は
二

ooce
（
普
通
の
湯
飲

茶
わ
ん
に
約
一
杯
位
）

二、
十
四
才
以
下

方
採
血
前
に

診
を
し
ま
す
か
ら
、
無

理
な
採
血
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

三
、
献
血
し
て
下
さ
る
方

は
左
記
の
採
血
室
に
お

い
で
下
さ
い
。

又
、
移
動
採
血
車
「
い

ず
み
」
号
が
県
内
を
巡

回
し
て
お
り
ま
す
か
ら

日
時
等
に
つ
い
て
は
回

覧
等
に
て
お
知
せ
い
た

し
ま
す
。

郡

山

市

太
田
綜
合
病
院
内

郡

山

市

寿
泉
堂
綜
合
病
院
内

須
賀
川
市

公
立
岩
瀬
病
院
内

,
n
:
n
u
:
m
:
m
:
 
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 :
 1
1
1
1
1
1
1
 :
 1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 I
 1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
,
 1
1
1
1
1
1
1
1
 I
 1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 I
 I
 1
1
1
1
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春
の
全
国
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通
安
全
連
動
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◇
実
施
期
間

昭
和
四
五
年
四
月
六
日

か
ら
昭
和
四
五
年
四
月

一
五
日
ま
で

◇

目

的

こ
の
運

動
は
、
人

命
尊
重
の

見
地
か
ら

交
通
事
故

防
止
の
徹

底
と
く
に

歩
行
者
の

交
通
事
故

の
絶
滅
を

目
標
と
し

福
島
県
で
は
、
激
増
す

る
交
通
事
故
を
絶
滅
さ
せ

る
た
め
、
毎
月
一
日
を
、

「
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
日
」

と
定
め
、
す
べ
て
の
県
民

が
一
日
無
事
故
及
び
月
間

無
事
故
を
誓
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
交
通
事
故
防

止
運
動
を
推
進
ず
る
も
の

で
、
四
月
一
日
を
第
一
回

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
、
交
通

の
き
ま
り
を
よ
く
守
り
、

「
交
通
事
故
ゼ
ロ
」
の
目

的
達
成
に
協
力
く
だ
さ

、
o

し

令
献
血
し
て
下
さ
る

方
の
た
め
に

尊
い
幾
多
の
生
命
を
救
い
ま
し
ょ
う

で

す
べ
の
歩
行
者
、
運
転

者
、
転
者
の
雇
い
主
、

そ
の
他
道
路
交
通
に
関
係

あ
る
者
に
交
通
安
全
思
想

車
の
来
な
い
こ
と
を
確

認
の
う
え
で
渡
り
ま
し

ょ
う
。

令
社
会
奉
仕
は
献
血
か

り`

の
周
知
徹
底
を
図
り
、
正

し
い
交
通
ル
ー
ル
の
実
践

を
習
慣
づ
け
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

◇
重
点
実
施
事
項

一
、
こ
ど
も
と
老
令
者
の

交
通
安
全
確
保

二
、
正
し
い
横
断
の
励
行

と
横
断
中
の
歩
行
者
の

保
護
の
徹
底

三
、
飲
酒
運
転
の
追
放

現
代
社
会
は
複
雑
多
様

化
し
せ
わ
し
く
人
と
車
が

せ
り
合
っ
て
動
い
て
い
る

状
態
で
す
。
そ
う
し
た
中

で
交
通
事
故
な
ど
も
年
と

と
も
に
激
し
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

踏
切
事
故
も
昭
和
四
十

四
年
度
に
入
り
、
急
増
し

十
二
月
末
現
在
四
十
二
件

（
水
戸
局
）
と
前
年
同
期

に
比
較
し
約
四

0
％
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

中
で
も
、
警
報
機
無
視

一
旦
停
止
の
怠
り
と
い
っ

た
非
道
の
踏
切
事
故
は
、

悲
惨
な
も
の
で
あ
り
、
そ

の
社
会
的
影
響
も
大
き
い

も
の
で
あ
り
ま
す
。

最
近
は
事
故
に
対
す
る

感
覚
が
な
く
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
I.

余
り
に
も
命
を
粗
末
に

す
る
人
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
あ
と
に

残
さ
れ
る
家
族
の
こ
と
を

よ
く
考
え
、
安
全
運
転
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
ど
う
し
た
ら

踏
切
事
故
を
防
げ
る
で
し

ょ
う
か
I
．
踏
切
で
は
次
の

こ
と
を
守
り
、
家
族
揃
っ

て
楽
し
い
生
活
を
送
っ
て

下
さ
い
。

1
警
報
機
が
嗚
っ
て
い
た

ら
必
ず
止
ま
り
ま
し
ょ

う。

2
警
報
機
の
な
い
踏
切
は

必
ず
一
旦
停
止
し
、
列

e‘し`
‘』、し‘‘‘S̀
‘A、
A
、‘‘ヽ
‘A、贔‘‘、k̀
‘込ヽ
し‘A>、へ

踏
切
事
故
を
な
く
そ
う

‘ゞ疇`
‘‘‘ヽ
‘‘‘4r、ヽ
‘°̀
‘‘‘
‘

3
踏
切
上
で
自
動
車
が
、

「
エ
ソ
ス
ト
」
又
は
落
恥

し
た
と
き
は
、
列
車
の

来
る
方
向
に
走
り
、
発

煙
筒
、
赤
旗
な
ど
を
振

っ
て
合
図
す
る
こ
と
。
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赤
城
白
根

卒
業
、
就

職
、
進
学
の

シ
ー
ズ
ソ
を

迎
え
、
少
年
た
ち
は
希
望

と
不
安
が
交
錯
し
、
精
神

的
バ
ラ
ソ
ス
が
く
ず
れ
、

わ
ず
か
な
原
因
で
非
行
や

家
出
を
し
ま
す
。
子
供
を

も
つ
家
庭
の
心
配
は
ひ
と

し
お
と
思
い
ま
す
。
度
の

す
ぎ
た
望
み
や
期
待
を
か

け
る
と
こ
れ
に
耐
え
ら
れ

な
く
、
家
出
ク
．
非
行
ク
．
自

殺
な
ど
の
転
落
コ
ー
ス
を

た
ど
る
結
果
に
な
り
ま
す

の
で
、
子
供
の
能
力
と
希

望
を
十
分
理
解
し
、
暖
＜

励
ま
し
て
明
る
い
自
主
性

の
あ
る
健
康
な
子
供
に
育

て
て
や
る
こ
と
が
大
切
か

と
思
い
ま
す
。

一
方
子
供
達
は
学
校
の

規
則
あ
る
生
活
か
ら
卒
業

と
い
う
解
放
感
に
移
り
脱

線
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

警
察
署
で
ほ
、
少
年
補

導
協
力
員
、
学
校
と
協
力

し
て
「
少
年
非
行
防
止
運

動
」
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
運
動
も
皆
さ
ん

の
理
解
あ
る
協
力
が
な
け

れ
ば
目
的
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
ぎ
ま
せ
ん
の
で
、

次
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
学
生
、
生
徒
の
暴
力

行
為
の
防
止

二
、
窃
盗
、
不
良
行
為
の

防
止

三
、
家
出
の
防
止

家
族
と
意
見
の
対
立
、

就
職
に
対
す
る
不
安
と
ノ

イ
ロ
ー
ゼ
な
ど
か
ら
、
無

断
外
出
、
外
泊
が
多
く
な
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防
止
運
動
は
じ
ま
る

子
J

i

ク
イ
＇
三
月
一
日
か
ら

L
ヒ’1

四
月
二
十
日
ま
で

年少

部

落

出

生

児

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

岩

法

寺

石

森

正

夫

兼

夫

三

男

竜

崎

柳

沼

則

子

甫

孫

ク

岡

部

好

枝

栄

次

ク

北

須

釜

塩

沢

貴

子

ヨ

シ

ェ

ク

ク

塩

沢

美

和

久

吾

ク

四

辻

新

田

森

真

樹

子

茂

樹

二

女

為
お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
さ
い
ま
す

こ
一
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

り
非
行
に
走
り
ま
す
。
子

供
に
か
け
る
期
待
が
心
の

重
荷
と
な
る
の
で
緊
張
し

て
い
る
気
持
を
や
わ
ら
げ

る
よ
う
家
庭
の
ふ
ん
い
き

を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で

す
。四

、
歓
迎
さ
れ
る
就
職
の

た
め
に

①
広
告
募
集
に
は
十
分
相

手
を
確
め
て
応
募
さ
せ

る。

①
勧
誘
に
は
も
ぐ
り
業
者

で
な
い
か
ど
う
か
を
確

め
る
。

④
就
職
先
は
親
が
自
ら
確

め
、
と
く
に
女
性
の
場

合
は
十
分
確
め
て
や
る

南
須
釜
字
古
宿
の
佐
藤

恵
子
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど

「
高
校
時
代
に
読
ん
だ
本

で
す
が
公
民
館
に
寄
付
し
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ずり期器々物な途みべ上ま．ク歌笑
る よへ をそのでにがてので う い
たきの手れす 初オいの 冬
め レ になべめ l っ生 眠
に コ しりてたケて物 し

1 てにが° ス が て
ド トし 、

定 ラた
垣を
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春
輪

貞

夫

み
り
ん
に
は
、
料
理
の

材
料
の
も
ち
味
を
し
め
る
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空
り
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の
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こ
と
。

五
、
手
紙
で
心
の
つ
な
が

り
を

つ
ね
に
手
紙
で
激
励
す

る
こ
と
が
離
職
、
怠
学
、

非
行
へ
の
転
落
を
防
ぐ
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
家

族
の
全
員
が
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

（
石
川
警
察
署
）

r
p
 

立
口）

 
中岩

法

寺

南

須

釜

クク吉山

小

屋

四
辻
新
田

辺落

一
、
こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
」

石真関国斎小石吉関
野 死

井目根井藤山森田根亡
田 喜コ者

義チナ浩義義義久チ氏
ョ 名

貞、ンツ司勝雄一代ヨ

（
二
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

世

帯

主

名

続

柄

徳

次

母

金

蔵

妻

主

勝

利

の

父

主

義

美

の

父

主

雅

博

の

父

長

二

男

光

母

照

叔

春

父

た
い
」
と
信
子
と
お
ば
あ

さ
ん
外
―
―

10冊
の
図
書
を

r
 

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
で
は
早
速
図
書

棚
に
備
え
み
な
さ
ん
に
貸

出
し
を
し
て
い
ま
す
。

な
お
佐
藤
さ
ん
は
石
川

町
の
公
民
館
に
も
同
様
た

く
さ
ん
の
図
書
を
寄
贈
さ

れ
た
寄
篤
な
方
で
す
。

働
き
が
あ
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
魚
の
煮
も
の
に
使

う
と
身
が
し
ま
っ

て
煮
く
ず
れ
が
な

く
な
り
、
く
り
や

さ
つ
ま
い
も
を
煮

含
め
る
と
き
も
、

こ
の
性
質
が
役
に

立
っ
て
形
く
ず
れ

を
防
げ
ま
す
し
、

ふ
っ
く
り
と
仕
上

が
り
ま
す
。
魚
や

乾
物
類
の
煮
も
の

に
は
と
く
に
合
う

よ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
照

り
焼
き
、
か
ば
焼

き
に
入
れ
る
と
つ

や
が
よ
く
な
り
ま

す
し
、
煮
も
の
に

入
れ
る
と
砂
糖
と

義治 ー司

母

は
ち
が
っ
た
ゴ
ク
の
あ
る

う
ま
味
が
出
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
煮
も
の
に

役

場
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日
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協
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会

25
日
米
生
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調
整
打
合

会
公

民

館

教
育
委
員
会

8
日
村
民
芸
能
大
会

25
日
公
民
館
結
婚
式
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先
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の
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誌
よ
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月




